萩原朔太郎「竹」本文ワークシート
（　　）組（　　）番（　　　　　　　　　　　　　　　）


	
竹　　　　　　萩原朔太郎

光る地面に竹が生え、
青竹が生え、
地下には竹の根が生え、
根がしだいにほそらみ、
根の先より繊毛が生え、
かすかにけぶる繊毛が生え、
かすかにふるへ。

かたき地面に竹が生え、
地上にするどく竹が生え、
まつしぐらに竹が生え、
凍れる節節りんりんと、
青空のもとに竹が生え、
竹、竹、竹が生え。




★詩の種類



★詩の表現技法・特色

















★作者について
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萩原朔太郎「竹」ワークシート①
（　　）組（　　）番（　　　　　　　　　　　　　　　）

１　この詩をマトリックス上に★をつけて評価し、その理由と初読の感想を書こう。


繊細さ



心情
風景


[image: ]理由・初読の感想


力強さ

２　この詩に描かれている季節はいつだろう。

　意見と根拠










３　「光る地面」「かたき地面」にはどういう意味や効果があるだろう。

　意見と根拠









[bookmark: _GoBack][image: ]
image3.png
S




image1.png




image2.emf

